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アジェンダ

• 特許ウォッチング（特許監視）の必要性

• Derwent Innovationの監視レコード機能
のご紹介
• 監視レコード基本

• 監視コードプラス（2020年７月追加機能）

• 活用例のご紹介

実施日：2020年8月6日（木）
時間：13:30-14:30

気になる競合特許など特許の動向をウォッチングすることは知財業務を行う上
で重要です。Derwent Innovationでは特許をウォッチングする機能として
監視レコードを用意しております。監視レコード機能がアップデートされ、ファミ
リー単位のウォッチングなども可能になりました。
このセミナーでは、監視レコードを利用してどのような特許管理ができるのか、
アップデート内容を含めご説明します。

本ウェブセミナーの概要



特許ウォッチング（特許監視）の必要性
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全技術分野・AI分野・ゲノム編集分野の出願推移

－ ゲノム編集分野(左軸)
－ 全技術分野(右軸)
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※網掛け部分は参考値
※2019.3現在

－ AI分野(左軸)
－ 全技術分野(右軸)
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他社の類似技術・問題特許の動向などを把握するのに特許ウォッチ
ングを実施することは、これら特許に対する無効資料、ライセンス、開
発の方向性の変更、開発の中止等を検討することができるため、非
常に重要です。

しかしながら、特許の出願数は年々増加しており、AI・ゲノム編集な
ど先端の技術分野では出願数が顕著に増加しており、
R&D部門・知財部門では、様々な業務を同時に実施している中で、
自力で複数の特許の動向を把握することは非常に困難です。

特許ウォッチングの必要性

特許調査ツールによる特許の監視機能を利用することで
効率よく、動向を把握する



Derwent Innovationの
特許ウォッチング機能のご紹介



Derwent Innovationとは？

Derwent World Patents 
Index®（DWPI）

Global Patent Data
INPADOC / DOCDB
(Espacenet と同じ部分) 

1 2 3

Derwent Innovationの特許情報は、３つのデーターベースを保有 世界の特許情報を包括的に整理した
クラリベイト固有のデータベース
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DWPI 61
(59ヵ国+2誌)

Bibliographic 
Data (~150)

Full text
75ヵ国※（現在65ヵ国）

DWPI-優位性

DWPI-新規性

DWPI-用途

技術内容

用途

技術の特徴、課題

DWPI タイトル
Battery system for use in motor vehicles, comprises a lithium ion secondary battery that is provided with graphite as a 
negative electrode active material and a temperature sensor detects temperature of the lithium ion secondary battery

オリジナルのタイトル
Battery system

何の発明か？
⇒電子機器

何に利用できるか？用途
⇒自動車用

どんな特徴があるか？
⇒負極活物質として黒鉛を備えたリチウムイオン二次電池と、リチウム

イオン二次電池の温度を検出する温度センサとを備える

DWPI-タイトル どのような技術内容であるか簡単に
把握できるタイトル

DWPI-抄録

国ごとに異なるフォーマットを
統一形式で収録
新規性、優位性、用途という項目毎
に整理し、各項目ごとに分析が可能
全て英語で抄録を収録しているため、
統一したテキストマイニングが可能

※2020年8月収録予定

クラリベイトでは、特許調査ツールとしてDerwent Innovationを提供しています。



7Insert footer

現在、Derwent Innovationの特許ウォッチング機能（監視レコード）は、２つの監視レコードレベルを
ご用意しております。

監視レコード

監視レコード基本 監視レコードプラス
大部分の監視レコードで
適切な基本オプションを提供

監視の精度の向上に役立つ
追加のオプションを提供

従来からある監視レコード機能 2020年7月に追加された機能

Derwent Innovationの特許ウォッチング機能
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オプション 基本 プラス

各監視レコードの説明の追加と編集 ✔ ✔

標準トリガーイベントのレコードの監視 ✔ ✔

カスタムフィールドのレコードの変更の監視 ✔ ✔

関連する登録の出願の監視 ✔ ✔

INPADOC ファミリーで新しく登録された特許の出願の監視 ✔

単一レコードの INPADOC ファミリー全体の監視の作成 ✔

法的状況コードのグループの変更の監視 ✔ ✔

特定の特許機関グループの変更に監視を制限 ✔

保存と共有の追加オプションの設定 ✔ ✔

監視レコードに対する変更点を含む概要 Emai の受け取り（毎日） ✔ ✔

監視レコードに対する変更点を含む概要 Email の受け取り（毎週または毎月） ✔

監視レコードの変更履歴の確認 ✔ ✔

保存データの現在所有している監視の確認 ✔ ✔

保存データの監視レコードレベル（単一特許または INPADOC ファミリー）のアイコンの表示 * ✔

保存データの監視レコードアクティビティ フィードの確認 ✔† ✔

* 監視レコードプラスユーザーとしてファミリーレベルの監視を作成した後、監視レコード基本ユーザーになった場合は、ファミリーレベルの監視レコードおよび保存データの関連するメンバー
を引き続き表示できます。ただし、監視レベルの識別を支援するアイコンは表示されません。
† 監視レコード基本ユーザーの場合、監視の対象（ファミリーまたはレコード）を示す [メンバー] カラムは表示されません。

監視レコード基本と監視レコードプラスの比較

https://www.derwentinnovation.com/ui-ux/support/ja/help/watched.htm#standard_events
https://www.derwentinnovation.com/ui-ux/support/ja/help/watched.htm#inpadoc_family_watch
https://www.derwentinnovation.com/ui-ux/support/ja/help/watched.htm#code_groups
https://www.derwentinnovation.com/ui-ux/support/ja/help/watched.htm#authority_groups
https://www.derwentinnovation.com/ui-ux/support/ja/help/watched.htm#history
https://www.derwentinnovation.com/ui-ux/support/ja/help/watched.htm#feed


監視レコード基本



監視レコード基本とは？
気になるレコードに関してトリガーイベントを設定すると、毎日、前日の対象レコードに対する
すべての変更点を含む概要 Email が１日１通届くように設定する機能です。

変更されたレコード 過去1日に変更があった特許とその特許で発生した変
更イベントの詳細をリスト化し、分かり易くしています。
受け取るメールは1日1通です。

通知メール
通知メールには以下の情報が含まれます。
・レコードの変更点
・通知のトリガーとなったイベント
・変更点（詳細な再譲渡情報、特許ファミリーに追加された新しいメンバーなど）
・通知のトリガーとなったフィールドの変更点（ファミリーに追加された特許、変更さ
れた法的状況コードなど）（特許レコード）
・監視レコードを引用した記事（文献レコード）
・変更されたレコードへのリンク

トリガーイベント 通知 EMAIL に含まれる内容

引用の変更 •Derwent Innovation の引用変更の日付
•被引用特許およびリンク

INPADOC および
DWPI ファミリーの変更

•Derwent Innovation のレコード変更の日付
•ファミリーおよび Derwent Innovation コレクションに追加されたレコードのリンク
•1 つ以上のファミリーメンバーが削除された場合、または Innovation の以前のレコードがファミ
リーに追加された場合は通知

新しい公報の発行段階 •Derwent Innovation の新しい公報の発行段階変更の日付
•新しい公報の発行段階およびリンク

再譲渡 •Derwent Innovation の再譲渡変更の日付
•新しい譲受人、譲渡人および署名日、リール-フレーム、記録日、移譲、連絡先

INPADOC ファミリーの
変更を登録

•監視するように選択したファミリーメンバー
•通知のトリガーとなった登録特許の公報番号
•特許が登録された日付
•アクティビティが発生した日付
•監視レコードの所有者（作成したユーザー）

法的コードグループ •変更された法的コードグループ
•特定の法的状況コードおよびその説明
•INPADOC ファミリー監視を選択した場合、通知のトリガーとなったファミリーメンバーの公報番号
•変更が公表された公報の日付および実際のイベントの日付
•監視レコードの所有者（作成したユーザー）

変更されたレコード



設定への入口 監視レコードへの設定の入口は、現在２つパターンをご用意しております。

検索結果から状況を監視したいレコード
の左端のチェックボックスにチェックをし、
“検索結果”画面の下にある“監視レコー
ド”を選択します。

パターン1:検索結果から

パターン2:レコードから

レコードを開き、画面上にアラートの“監
視レコード”をクリックします。

複数のレコードを一括設定する
場合に便利です



設定方法

全ての設定が完了したら“保存”
をクリックします。

2

メモなどがある場合は、“概要”に記載します。

Insert footer

受信者の設定ができたら“保存”をクリックすると完了です。
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ユーザーからの設定の場合でリストに送付先がない時は、“ディレク
トリにない受信者のE-mailアドレスを入力”で送付先のe-mailア
ドレスを入力し、“追加”をクリックすると宛先が追加できます。

“受信者を選択”画面が開きます。
ユーザーまたはグループから送付先を設定します。

閲覧権限の範囲も設定可能

受信者の設定が完了すると“基本情報”の箇所
でで受信先が表示されます。

監視レコード設定した検索式の結果通知を送付
したい人がいれば、メールアドレスを入力します。

“監視レコード”画面が開きます。
通知がされるトリガーイベントを設定します。
ファミリ変更（INPADOC, DWPI)：ファミリが追加された場合
※INPADOCの場合は継続出願および分割出願を含みます。
引用の変更：対象レコードの引用情報が追加された場合
新しい公報の発行段階：対象レコードの種別コードなどが変更された場合
再譲渡：対象レコードの再譲渡(US)が行われた場合
登録：選択した特許出願が発行された登録特許を含む場合

法的状況をトリガーに設定する場合は、“法的コードグループ”のシートを開きます。
法的コードグループ（カテゴリー）にごとに設定できます。
延長/調整：現在の特許期間の延長または調整を示す、すべての法的状況コード。
失効/期限切れ：特許の失効または満了を示す、すべての法的状況コード。
新しい所有者：特許の所有権に影響するすべての変更。
異議申立/審査：公式な異議申立手続（EP 特許）や特許審判部 (PTAB) への
問い合わせ（US 特許）などの、特許に対する異議申立の通知。
取り下げ/放棄：拒絶を含む、出願放棄または特許出願の取下を示す、すべての法的
状況コード。
分類の変更：特許審査官により割り当てられた分類コードの変更。
訂正：特許のテキストの変更を示す法的状況コード。
その他：上記で明示的に説明されていない 2,000 以上の法的状況イベント。

1監視レコード設定の入口から“監視レコード”画面が開き、
監視レコードの条件設定が行えます。



検索結果リストの監視レコードアイコン

▶をクリックすると監視内容の詳細が確認できます。

“カラムを管理”で“監視”を選択すると、監視してい
るレコードに アイコンが表示されます。

アイコンをクリックすると“監視レコードのサマリー”
画面が開きます。

編集 削除



監視レコードの管理①

“保存データ”で“監視レコード”を選択することで、
“保存データ”画面が開き、作成したすべての監視レコー
ドを確認できます。

設定した監視レコード情報は保存データにあります。
また、保存場所から設定内容の確認／編集が行えます。

保存場所

アクティビティフィード

“アクティビティフィード”のフォルダをクリックすると過去
９０日間の監視レコードのすべてのアクテビティを
見ることができます。

アクティビティフィードでは、過去９０日間の監視レ
コードのすべてのアクティビティが日付順に以下の詳
細を確認できます。

・レコードの公報番号とタイトル
・所有者（レコードの監視を設定したユーザー）
・監視レコードのトリガーイベント
・そのレコードのトリガーイベントの日付



監視レコードの管理②

設定内容の編集

編集する監視レコードを選択し、“管理”をク
リックすると、可能な作業一覧が出てくるので
ここから編集内容を選択しても構いません。

監視レコードの横にあるチェックボックスで
エクスポートしたいアクティビティを選択し、
エクスポートをクリックするとExcelファイル
でデータをエクスポートします。

“保存データ”から“監視レコード”を選択
すると、作成者または受信者のいずれか
として、監視しているすべてのレコードで
発生したすべてのトリガーイベントの詳細
な履歴が表示され、これらを編集するこ
とができます。

“保存データ”で編集するクエリを検索します。

・監視レコードの設定内容の編集
編集する監視レコードの左端のチェックボック
スをチェックします。画面下に該当の監視レ
コードの詳細が表示されるので、右端の“こ
の保存データアイテムを編集”をクリックすると
“監視レコードの詳細の表示/編集”画面が
開くので設定内容を編集します。
（詳細な設定方法は“設定方法”をご覧く
ださい）

▶をクリックすると監視レコードアク
ティビティフィードが開き、監視内容の
詳細が確認できます。

設定：設定した監視内容を確認できます。

アクティビティ：監視履歴が確認できます。



監視レコードプラス
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監視レコードプラス利用設定方法 監視レコードプラスを利用するには、管理者が各ユーザーの利用設定をしないと
利用できません。

“ユーザーの管理”画面が開きます。
“アクセス” から“監視レコードアクセス”に進みます。

3

“監視レコードプラス”設定されたユーザー
は“監視レコードプラス”の表示がされます。

管理者が管理者IDでDIにログインし、ホーム画
面の画面右上の“ご利用者”の名前をクリック、
“管理”、“ユーザー管理”に進みます。

1

監視レコードプラスを利用設定するユーザーを選択
し、ユーザー名の左端のボックスに✔を付けます。

“監視レコードプラス”を選択し、“保存”をク
リックします。

4

2
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監視レコードプラス利用する前に 監視レコードプラスを設定されたユーザーは、設定後に初めてログインした時の
ホーム画面に監視レコードプラスの利用可能を知らせるポップが表示されます。

監視レコードプラスの利用可能
を知らせるポップ

クリックすると監視レコードのヘルプにジャンプしますので、監視レコードプラスの詳細の確認ができます。
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監視レコードプラスのみのトリガーイベント
INPADOCファミリーの変更を登録：INPADOC ファミリー
に新しい登録特許が追加された場合

設定画面 設定の入口、設定方法は監視レコード基本と同様です。
ここでは、監視レコードプラスのみに表示される箇所をご紹介します。

デリバリーオプション
Email 通知を受け取る頻度を選択できます。
毎日：過去 24 時間に発生したすべての変更を含む
概要 Email を毎日受け取ります。
毎週：前回の通知メールを受け取った後に発生したす
べての変更を含む概要 Email を毎週受け取ります。
毎月：前回の通知メールを受け取った後に発生したす
べての変更を含む概要 Email を毎月受け取ります。

特許機関グループ
重要な市場に注目できるように通知を特定の特許機関グループの
変更に制限できます。

INPADOCファミリー監視
現在のレコードに関連する INPADOC ファミリーのすべてのレコードに
ついて、選択した法的コードグループに対する変更を監視します。



基本
主要非アジアの特許機関

Australia オーストラリア

Canada カナダ

US 米国

Germany ドイツ

European(EP) 欧州特許庁

France フランス

UK 英国

Russia ロシア

Spain スペイン

WO(PCTs) 特許協力条約

オセアニア
すべての利用可能なオセアニアの特許機関、

オーストラリアとニュージーランドを含む

Australia オーストラリア

New Zealand ニュージーランド

Philippines フィリピン

特許機関グループの特許機関

主要アジア
主なアジアの特許

機関

アジア
すべての利用可能な
アジアの特許機関

China 中国 ● ●

Japan 日本 ● ●

Korea 韓国 ● ●

Eurasia ユーラシア ●

Hong Kong 香港 ●

Taiwan 台湾 ●

主要ノースアメリカ
主なノースアメリカ（北
米）の特許機関

主要ラテンアメリカ
主なラテンアメリカの特許

機関

ラテンアメリカ
すべての利用可能
なラテンアメリカの特

許機関

アメリカ
すべての利用可能な
ノースアメリカ（北米）
およびサウスアメリカ（南
米）の特許機関

Canada カナダ ● ●

US 米国 ● ●

Argentina アルゼンチン ● ● ●

Brazil ブラジル ● ● ●

Mexico メキシコ ● ● ●

Colombia コロンビア ● ●

Costa Rica コスタリカ ● ●

Cuba キューバ ● ●

Peru ペルー ● ●

El Salvador エルサルバドル ● ●

主要欧州
主な欧州の特許機関、

EPO を含む

欧州
すべての利用可能な
欧州の特許機関

Germany ドイツ ● ●

European(EP) 欧州特許庁 ● ●

France フランス ● ●

UK 英国 ● ●

Russia ロシア ● ●

Spain スペイン ● ●

Austria オーストリア ●

Belgium ベルギー ●

Switzerland スイス ●

Czech Republic チェコ共和国 ●

Czechoslovakia チェコスロバキア ●

Denmark デンマーク ●

East Germany 東ドイツ ●

Estonia エストニア ●

Finland フィンランド ●

Greece ギリシャ ●

Hungary ハンガリー ●

Ireland アイルランド ●

Israel イスラエル ●

Italy イタリア ●

Lithuania リトアニア ●

Luxembourg ルクセンブルグ ●

Moldova モルドバ ●

Monaco モナコ ●

Holland オランダ ●

Norway ノルウェー ●

Poland ポーランド ●

Portugal ポルトガル ●

Romania ルーマニア ●

Slovakia スロバキア ●

Slovenia スロベニア ●

Soviet Union ソビエト連邦 ●

Sweden スウェーデン ●
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監視レコードの管理①
設定した監視レコード情報は保存データにあ
ります。
また、保存場所から設定内容の確認／編集
が行えます。

“保存データ”で“監視レコード”を選択する
ことで、 “保存データ”画面が開き、保存ク
エリ一覧がみれます。

保存場所

アクティビティフィードのレコードとアクティビティの詳細を Excel ワークシートにエクスポートできます。

レベルからファミリー監視かレコードのみの監視か確認できます。

レコードのみ監視

ファミリー監視

監視レコードプラスのみのエクスポート項目
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▶をクリックすると監視レコードアクティビティフィード
が開き、監視内容の詳細が確認できます。

設定：設定した監視内容を確認できます。

アクティビティ：監視履歴が確認できます。

メンバー：監視設定しているファミリメンバーを確認できます。

監視レコードの管理②

監視レコードアクティビティフィード



活用例
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活用例①：カスタムフィールドを利用したトリガー設定

監視レコード設定のトリガーイベントでカスタムフィールドを
選択します。
※カスタムフィールドをトリガーイベントに設定する場合、カ
スタムフィールドを事前に設定しておく必要があります。

1

カスタムフィールドの内容を編集権限があるユーザーが変更します。

2

カスタムフィールドが変更されると通知がきます。

3



活用例②：カスタムフィールドを利用した変更内容の特許管理

監視レコードアクテビティの通知がきたら、変更されたレ
コード番号をクリックします。

1

変更があったレコードにジャンプしますので、カスタムフィール
ドに変更内容を入力します。
※カスタムフィールドを事前に設定しておく必要があります。

2

検索結果でカスタムフィールドを表示するように設定してお
くと、変更内容が一目で確認できます。

3
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